






【要約】川崎病児に対するγglobulin 投与前後で、IgG 値、Albumin 値、白血球数、血小

板数、ヘマトクリット、CRP について比較検討した。投与後の IgG 値は冠動脈正常群、異

常群で差は認められなかったが、IgG 到達率は、冠動脈異常群の方が低い傾向を認め、ま

た有熱期間の長いものほど lgG 到達率は低い傾向を認めた。Albumin 値は、異常群で全例

減少した。白血球数は異常群で全例増加し、正常群では全例減少した。γglobulin 投与

前後での IgG到達率、Albumin 値、白血球数を比較することで、川崎病に対するγglobulin

の効果を早期に判断できる可能性が示唆された。


